
オーガニックビレッジの取組を
起点とした農と食の活性化
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UDA  City  2022  

宇陀市は持続可能な農業を目指し、
有機農業や高収益作物で儲かる農業に
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10経営体が参加する山口農園グループや企業が設立した農業法人の類農園、
はじまり屋、ハンサムガーデン、奈良みらいデザイン(株)等があり、独自の販
路確保や担い手育成等、多様な経営を展開しています。

宇陀市
１６経営体

４１％
県内８市町村
２３経営体

出典：国内事業者一覧
（農林水産省HP 令和5年11月）
（有機農産物の生産工程管理者を
圃場所在地で整理）

UDA  City  2024 
奈良県内の有機農産物の経営体数

奈良県全体 ３９経営体

奈良県内の有機農業の状況（令和５年度）
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改善活動

有機農業の課題

・儲かる農業
・フードロスの削減
・多様な販売先の確保
・担い手の確保・育成

オーガニックビレッジの取り組み

実需者交流会

長期鮮度保持試験
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市内畜産堆肥の活用

規格外野菜ペースト試作

オーガニックビレッジの取り組み

学校給食

展示会への出展

長期鮮度保持試験

アイガモロボットによる抑草作業
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宇陀オーガニック
ビレッジフェス

シェフード

日高シェフによる食育イベント
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宇陀オーガニックビレッジフェス

有機農業就農セミナー・相談会

27



新たな学びの機会の創出
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アントレプレナーシップの育成を軸とした
過疎地域の課題を解決する先進都市

Vison

Uda&Estonia project

Uda
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エストニアと連携した人材育成事業のロードマップ

STEP

01

STEP

02

STEP

03

エストニアへ子ども達を派遣し、

アントレプレナーシップ教育を体験

エストニアの質の高い教育を日本
に適する形にアレンジして、日本
で唯一、宇陀で子供たちが学べる
環境をつくる

日本国内の子ども達が宇陀に来て

アントレプレナーシップ教育を体験

2023summer~

宇陀は多くの創業者を輩出し、アントレプレナーシップが息づくまち

エストニアの教育を日本に適する形にアレンジして、
これからの時代を生きる力を育み、

地域や社会にイノベーションを起こす人材を輩出する

関係人口の創出・移住定住・企業誘致
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アントレプレナーシップの育成を軸とした
過疎地域の課題を解決する先進都市

2023年7月26日

エストニアサーレマー市との教育分野を柱とした連携・交流のMOUを
締結

締結式には宇陀市の子どもたちも参加
宇陀市長 金剛一智（右）と
サーレマー市長 MikkTuisk氏（左）

31



アントレプレナーシップの育成を軸とした
過疎地域の課題を解決する先進都市

2023年7月22～31日

宇陀市の中学生10人をエストニアに派遣し、エストニアのアントレ
プレナーシップ教育を体験

サーレマー高校で短期集中プログラムを受講。また、子どもたちが自分のアイデアをカタチに
することができる場所「VIVITA」で現地の同世代の学生と一緒に様々なワークショップを体
験。
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アントレプレナーシップの育成を軸とした過疎地域の課題を解決する先進都市

2024年1月25日 Clevon Academy・Clevon誘致に関するMOUを締結

MOUの調印は、「sTARTUp Day」のイベントの舞台で行い、クレボンアカデミーのブースも設けた

自律走行配送ロボ開発企業のClevon、エストニアアントレプレナーシップ応用科学大学、
Next innovation OÜと連携し、ロボット工学分野の高度なスキルを持つスペシャリストの
育成を目的とした 3 年間の留学プログラム「Clevon Academy」の2025年秋の開校に向け
て取り組み、更にClevon Academyで学んだ人材が宇陀で活躍できるよう、市内への
Clevon誘致を目指します。
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宇陀市は、エストニアとの交流により、未来を担う人材を育み、
スタートアップや新事業の創出、既存事業の拡大といった

産業の活性化に取り組みます
エストニアでは、成功を手に入れた起業家が次の世代のスタートアップに対して

資金とノウハウの両方で再投資を行うエコシステムが成熟しています。
宇陀市においても、民間企業の皆さまと連携し、人材育成からスタートアップまで

社会全体で支えるエコシステムの構築を目指し、進めています。
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ご清聴ありがとうございました
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